
十勝

医療法人社団ぶどうの会　いのちの木クリニック

十勝地域の病床の機能分担においては、道内の他の多くの地域同様、急性期
病床の需要が減少し、回復期病床の需要が高まり増床が期待されている、と
認識している。
当クリニックでは急性期の病床として特に消化器、肛門疾患に係る日帰り入院
を行っている。

別シートのとおり

2023年3月頃に全病床返還予定

当クリニックでは、日帰り入院で病床を使用しているが、病床を閉鎖することで、
中核的病院群に病床を可能な限り集中することに資することが出来る。
新型コロナパンデミックにおいて、地域の中核的役割を担う病院に病床が十分
確保されていることが今まで以上に重要となっている。
当クリニックは病床を閉鎖するが、圏域内で病床を集中する中核的医療機関との連携
をこれまで以上に強化するととともに、外来機能に集中することによる機能強化を図
り、地域に必要な医療を提供することで地域医療構想に貢献したい。

（備考）
〇本給付金は、地域医療構想の達成に向けた病床の減少や統合を対象としております。あらかじめ、上記項目を整
理いただいた上で、事業計画の提出をお願いします。
〇支給要件となります地域医療構想調整会議における議論及び北海道医療審議会の意見聴取については、別様式
の支給申請書（事業計画書）のほか、本様式に基づき、実施することとなりますが、追加で資料を依頼する場合があ
りますので、御了承ください。

構想区域

病床機能再編支援事業計画書
（地域医療構想の達成に必要な病床の減少及び統合について）

病床の減少又は統合を実施
する医療機関名（法人名）

地域の状況
（地域の医療提供体制、病床
の減少又は統合を実施する
医療機関の圏域における役
割など）

病床の減少又は統合が地域
医療構想の達成に必要（地
域医療構想に資する）と考え
られる理由

（病床の減少等を実施するこ
とで、医療機関の圏域におけ
る役割、他医療機関との機
能分担や連携のあり方等が
どう変わるかを踏まえ、具体
的に記入）

病床の減少又は統合のスケ
ジュール

計画完了日までの病床減少
又は統合の変遷

資料１



別シート

医療機関名

十勝地域の
病床の機能

うち支援区分３区分
（※）の合計

許可病床数 19 19 19

稼働病床数 19 19 19

許可病床数 19 19 19

稼働病床数 10 10 10

許可病床数 19 19 19

稼働病床数 10 10 10

許可病床数 19 19 19

稼働病床数 8 8 8

許可病床数 0 0

稼働病床数 0 0

許可病床数 0 0 0

稼働病床数 0 0 0
※対象３区分＝高度急性期、急性期、慢性期

■病床融通に関する概要

（地域医療連携推進法人による病床融通や医療法第30条の４第10項に基づく複数の公的医療機関等を含めた再編統合の特例等、複数の医療機関の病床機能
の分化・連携の取組により病床を融通する場合に限る。）

令和２年４月１日時点

令和3年４月１日時点

令和５年３月３１日時点（計画完了時）

令和○年○月○時点（計画が複数年に及ぶ場合）
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病床機能再編支援事業計画書（単独）

合計

平成30年度病床機能報告

区分 休棟等

令和元年度病床機能報告

高度急性期 急性期 回復期 慢性期


